
「広島大学関西フェニックスの会」臨時役員会（メール審議）要旨 
 

開催日時：平成２０年１２月１５日（金） 

回答期限：平成２０年１２月２５日（木） 

  回答者数：役員等１４名中１２名 

 

 「広島大学関西フェニックスの会」発起人会及び総会における確認事項として、連絡事項や軽度 

の審議についてはメールを活用することが了解事項とされ、今回の臨時役員会はメールによる審 

議とした。 

 

審議事項： 

 ①「関西フェニックスの会」と校友会との連携について 

審議の結果、回答者全員から校友会への団体登録を承認する旨回答があり、原案のとおり承認された。 

【校友会への団体登録に伴い、会則並びに役員の氏名、卒業・修了年度、学部・研究科の情報提供が必要となります 

ので、ご了承方よろしくお願いいたします。】 

提案理由・経緯（再掲）：会員拡大の方策の一つとして、「入会案内」の作成に関し詳細については大学 

のホームページをご覧いただくようにしたいということで、関西フェニックスの会のホームページ立ちあ 

げ、大学のホームページのドメインに入力するためには、次の条件《①校友会の登録団体であること②事務局 

が学内にあること③営利目的でないこと》を満たす必要があることから役員の皆様にお計りしました。 

特に、①の校友会に団体登録（支部登録ではなく、大学関係団体としての登録）するには、会員が１０ 

名以上で、校友会の正会員が１人いることが必要です。設立総会の時点では、正会員の方はおられません 

でしたが、設立総会後に正会員に加入された方がおられますので、３つの条件を満たすことができました。 

       関西フェニックスの会ホームページの維持管理は、事務局で担当いたしますが、大学のシステムが使 

用できるようにするため、団体登録をお認め頂きたいということで今回、事務局から提案いたしました。 

 

     ②その他【「関西フェニックスの会」の会員拡大の方策及び平成２０年度事業計画について】 

     下記のとおり提案（記１～記５）があり、３月１４日（土）の定例役員会（関西文化サロン予定）で審議 

を行うことになった。 

なお、豊髙会長等の都合により、役員会の開催時間を１７時から１８時に変更しますので、よろしくお願 

いします。 

 

※記１ 

＊会員拡大の方策 

      ①経営工学会・・経営工学卒業生の関西在住者への勧誘 

その関西在住者の所属企業内の広大卒業生へのＰＲ 

          ＜たとえば、松下電産、電工、川崎重工、東レ、住友商事等＞ 

      ②広島工業会大阪支部・・中村支部長にお願いしての勧誘 

      ③松下電工卒業の広島大学ＯＢへの勧誘 

      ④近畿広島県人会の広島大学卒業生への勧誘 

      ⑤応用化学科卒業生の世話人の方への勧誘働きかけ依頼 

      ⑥近畿広島カープ後援会の広大卒業生への勧誘 

     ＊事業計画 

当面必要なのは、組織化の基礎固めということで、 

      ①新規加入者へ 

・即応的な会則・組織体制・事業案をメールでお届けする仕組み構築 

        ＜狙い：加入時の思いの熱いうちにメッセージ＞ 

       ・定期的情報発信のしくみ構築 

         ＜狙い：加入による大学関連情報等の情報提供による加入意識の強化＞ 



      ②加入者の人脈ネットワーク形成を促進する交流会等の企画・実施をトライしてみたいと思います。 

         ＜狙い：加入メリットの享受による帰属意識強化＞ 

 ③インターンシップ、入学支援、キャリアアップ支援については、大学側の必要タイミングに合わ 

せて、協力要請時点で情報発信の仕方を考えながら進めては、と思います。 

       ＜狙い：大学支援の役立ちの見える化による組織目的の可視化＞ 

 

※記２ 

＊今後の活動方針への提案：（思いついたことをランダムに列記しますので、特に２０年度には限定 

しません） 

 １）今の大学の現状をより詳しく会員にご説明いただく会の開催（入試状況、学内教育・研究、就職 

状況、学生の意識、生活等） 

     ２）ホームページ（ＨＰ）とは別に、会員用のメーリングリスト（ＭＬ）を作成して、会員間で情報 

を共有できる仕組みをつくることはできないでしょうか。（ＨＰはアクセスがあって初めて有効、 

ＭＬは必要の都度主催者から発信できる） 

 ３）現役大学生と会員との懇談会（現役広大生の考えを直接聞いてみたい） 

 

※記３ 

同期を中心に会員勧誘しては 

 

※記４ 

卒業年次別に輪を広げてはどうか 

 

※記５ 

同学部同期や先輩後輩へのきめ細かい連絡が大事 


